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グループインタビュー等の実施結果 

 

 

（１）地域福祉の担い手グループインタビュー 

 

② 第２回：令和元年１２月１６日（月） 

 

 認知症カフェ「きずな」 

主な事業内容 ・ 認知症予防や支援 

活動状況 ・ ３年前の９月にオープン 

・ 夫のアルツハイマー認知症で外出不可能となり、それなら、家に来ていただくことを考え、認

知症本人と介護者の会を立ち上げた。 

・ 参加者は介護している人が１，２名、介護が済んだ人も継続して参加している。 

・ 立ち上げ当初の目的からずれてきたが、楽しみにしてくる方がいる限り継続している。 

・ 月平均して１０人位（専門職２，３名、ボランティア２，３名）参加。 

・ 雑談やお茶を飲んだ後に、高齢者の脳トレにもなる手作業（ブローチづくりや折り紙等）をする

ことを取り入れている。 

活動をする上で

の課題 

・ 月１回の活動、参加料１００円の個人的な小さな活動で、人材不足はないが、マンション５階

で、階段を昇れない問題がある（戸建ての方がよい）。 

・ 夫と他のカフェ（すみれ、ちょいカフェ）に行って交流ができ、自宅カフェを立ち上げた。 

府中市の気に

なること 

・ マンションの５階で、月１回の活動では、無理がきている。 

・ 個人的に始めたので、参加者の厚意でお茶菓子の差し入れがあるし、自身の脳トレにもなっ

ている 

・ 場所を移したり、広げる考えはない。 

府中市との協働

について 

・ 高齢なので、認知症予防ネットに興味がある（知らなかったので）。 

・ 自身の介入しているシルバー会があるが、認知症予防ネットに来ていただきたい。そのような

情報がわかるような仕組があるとよい。 

⇐お話を伺って、認知症の方は、子どもを見るとニコニコするので、コミュニケーションをとれる

とよいが、ご家族の遠慮もある 

 

その他 ・ 支援を受けているわけではなく、皆様のご厚意で運営している。 

 

P18～19 まとめ追加（他のまとめとあわせ、既掲載） 

◆支援等を行う上で難しい事例・地域課題 

・ 場所が５階のため高齢などで登れない人がいる 

◆府中市の地域課題 

・ さまざまな支援策の広報や情報提供が必要 

◆府中市と共同で今後行いたいこと 

・ 福祉に関することのアピール活動 
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（３）生活支援機関グループインタビュー 

 

 多摩信用金庫府中支店、営業店 

地域の状況 ・ 高齢者が多い地域なので、年金には力を入れてきた。 

・ 法人を対象とした事業では、事業承継に力を入れている。代替わりにともなう後継者

のサポートや、他の会社とのマッチングなど。 

・ 店舗１Ｆのすまいるプラザでは、お金、暮らし、住まいに関する相談やセミナーを実施し

ている。 

活動の状況 ・ 個人のお客様は高齢者が増加している。来店された場合、個室で話を聞く。１日に２

～３人来店される。 

・ 高額出金は詐欺の被害にあっている可能性もある。警察の要請があり被害の防止に

努めている。 

・ 相続に関するご相談も多い。 

・ （商店街における見守り支援の可能性について）商店街も人手が足りない。 

・ （経済的困難を抱えている方への支援について）個別に相談にのっている（例えばリバ

ースモーゲージや年金担保など）。 

福祉ニーズ、支え

あい活動の状況、

他の機関等との連

携について 

－ 

上記をふまえた課

題や今後の方向性

について 

・ 地域とともに共生を図っている。 

市との協働・連携の

考え方 

・ 支店と本部で連携しながら対応する。 

 

P22 まとめの追加 

◆信用金庫 

・ 高齢者が多い地域なので年金に力を入れている 

・ 法人には事業継続に向けたサポートにも力を入れている 

・ 店舗で各種のセミナーを開催している 

・ 高齢者の来店者（１日に２～３人）には個室で話を聞く。相続に関する相談も多い 

・ 高額出金は詐欺の被害にあっている可能性もあるので、警察の要請もあり、防止に努める 

 


